
公益社団法人 日本サードセクター経営者協会（JACEVO）

地域の社会課題解決を牽引するNPO・社会的企業の事業実施力と組織運営力を 
根本から飛躍させる27ヶ月の伴走支援プログラム（事業概要書）
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代表への属人化と次世代リーダーの不在。 
経験やノウハウ、ネットワークが個人に依存。

公的助成に依存した資金構造。 
収益を伴う持続可能な事業モデルの欠如。

行政の中立性の壁や単年度・実績主義の限界。 
中間支援組織の実践的支援のリソース不足。

多くのNPOや社会的企業が直面している真の課題は「単なる資金不足」ではなく、 
ビジョンを事業化し、多様な主体を巻き込む中核的な「人材の不足」にあります。
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「高い志と社会的ビジョン」と「事業の経済的持続性」の間には、 
非営利組織特有の「死の谷（デスバレー）」があります。

（社会的使命、地域課題への強い想い） （自立的な収益モデル、組織基盤）

（経営資源不足、戦略的運営や成果主義への不慣れ）

共創型ストラテジスト（橋渡し役）

【死の谷（デスバレー）】

【事業の持続性】【高い志とビジョン】
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組織の中核人材を「共創型ストラテジスト」として育成し、 
様々なステイクホルダーを巻き込んだ「収益を伴う事業づくり」を支援します。

単なる座学ではなく、地域や団
体の課題を題材にした2～3ヶ
月ごとのスプリント（研修×実
践）による伴走支援。

対象顧客を含む多様なステイク
ホルダーとともに、地域課題解
決型の事業を共創（課題の現場
を実証フィールド化）。

支援対象団体が実行可能な事業計画を策定・実証（次の資金調達等へ） 
そのプロセスを通じて中核人材が「共創型ストラテジスト」として成長

【 事業の目的 】

支援の柱 ① リビングラボ手法 支援の柱 ② OJT型伴走支援
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団体の中核人材を中心に、行政・自治体や企業など、 
多様な主体がスクラムを組み、相互に価値を提供しながら事業を展開するエコシステムを構築します。

行政・自治体

地域住民・対象顧客

（リソース提供、未来市場のPoC）

（ニーズ提供、価値共創）（CSV、新事業開発）

（公民連携・地域協働の推進、新しい政策創造の機会） （研究・実証フィールド、技術・知見の提供）

地域企業

（新たな支援モデルの構築）
中間支援組織／実務家・専門家

大学・教育研究機関

都市部の大企業等

社会的企業等
（事業モデル・ノウハウの移転）
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ビジョンの共創からプロトタイピング、成果発信に至るまで、研修（インプット）とラボ実践（アウトプット） 
を連動させながら段階的に事業を開発・実装します。

1.ビジョンの共創 
 （合意形成）

2.ロジックモデルの
作成（相互調整）

3.事業アイデアの
創発（共同開発）

4.共創型ビジネス
モデルの構築

5.プロトタイピング
（MVP開発）

6.フィジビリティスタディ
（PoC試行・実証）

7.成果発信・交流 
（資源調達）
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～

丁寧な組織診断と 
支援計画の策定 
（擦り合わせ）

2027年2月～2027年9月

2026年8月～

Step 1～4 
事業ビジョンの共創から 
ビジネスモデルの構築まで

2027年10月～2028年6月

Step 5～6 
プロトタイプ開発（MVP） 
とフィールド実証（PoC） 

2028年7月～2028年11月

Step 7 
次の展開に向けた成果発信・フォローアップ
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中核人材（個人）の成長を起点とし、組織の持続性向上、さらには地域全体のエコシステム形成と 
政策的波及効果へとインパクトが拡大します。

中核人材（個人）が「共創型ストラテジスト」として自立

波紋1（組織）: 次世代への継承・自走化 
収益を伴う事業の企画・実施力が向上し、経営基盤が強化

波紋2（地域）: 共創文化の醸成 
地域協働・公民連携による新たな地域課題解決策の創出

波紋3（社会）: エビデンスに基づく政策形成 
地域への社会的投資（休眠預金等）の呼び込み
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豊富な経験・実績を有する担当プログラムオフィサー（PO）が直接窓口となり、 
長年NPOコンサルティングを牽引してきたJACEVOの支援リソースを東海・東北の2地区に集中的に導入。

評価委員会（第三者評価・ガバナンス統制）

東海担当（PO） : 内山 健太・他 東北担当（PO） : 藤倉 潤一郎・他

統括責任者 : 藤岡 喜美子（全体指揮）

会計責任者（小西）

実践研修担当（上村） 
＋ 研修講師陣

統括責任者補助（和実）
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本事業を通じて、地域の課題を「対処すべき負債」ではなく、 
共創によって新しい価値を生み出す「最大の資産」へと変えていきます。


